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【概要】 

A 設立年: 平成 29 年（2017 年） 

年間予算: 3.8 億円（市の持ち出し 1.7 億円） 

施設費用: 約 2 億円（小学校跡地利用） 

目的: 少子高齢化対策、地域活性化（小学校 7 校→2 校） 

対象: 赤ちゃん、高齢者、障害者 

形態: 官民連携施設（貸付期間 30 年） 

 

【産後ケア応援室】 

特徴：産後うつ予防を目的とした市直営施設（全国初） 

利用条件：生後 4 か月まで 

部屋数：母子同室 5 部屋 

利用率：年間 6～7 割（9～11 月は最大 10 割） 

利用期間：最大 6 泊 7 日（8 割が 1 泊利用） 

主な利用層： 30 代 

影響:：施設利用のため富山市や周辺市への移住者も 

出生数：富山市は年間 3,000 人 

課題：助産師依存による自立不足、後の不安解消の必要性あり 

 

【設立背景】 

富山市まちなか総合ケアセンターの設立にあたっては、実際に産後の方々を対象にアンケート調査を行い、どの

ような施設が望まれているかを把握したとのこと。このアンケート結果を基に、利用者のニーズに応える形で施

設を設計。このような利用者中心のアプローチは、施設の運営においても重要な指針となっており、利用者の声

に耳を傾けながらサービスを提供していると感じる。 

この利用者中心のアプローチは、施設の成功に大きく寄与していると考えられる。また、このアプローチは他の

施設やサービスにおいても参考になる点であり、利用者のニーズに応える施設設計のモデルケースとして広く紹

介されるべきと考える。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【病児保育】 

・受入人数：最大 10 名 

・平均利用数：日平均 8～9 名 
・スタッフ: 保育士 5 名、看護師 4 名、病児専門士 2 名（シフト制） 

・タイプ：病児・病後児型、お迎え型（全国初） 

・お迎え利用：年間約 10 名 
 

【感想】 

富山市まちなか総合ケアセンターは、少子高齢化と地域活性化に対応するための効果的な取り組みを行っている
と感じる。特に産後ケア応援室は、産後うつ予防という重要な課題に対処しており、全国的にも注目される施設

であり、今の日本の状況においては絶対に必要な施設だと考える。病児保育においても、お迎え型のサービスを

導入するなど、利用者のニーズに応える工夫が見られる。この病児保育施設ができた後に市内の病児保育が 5→
9 に増えたことも、必要性（需要）が認知され、供給が増えたと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 


